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次に，有向グラフの各枝 e に，実関区間I(e)=[α(e) ， p(e)J が付与されているとき，校拘束m(e)εI(e) 
を満足する許容メトリック mが存在するための必要十分条件，ならびに上限・下限メトリックの構成
法を求めている。更に メトリックの制限の強さを測る尺度として，メトリックの自由度を定義し，
各メトリックの自由度について述べている。
第三には，白血球のパターン認識とメトリックの関連について考察し，メトリックがパターン認識
において重要なものであることを指摘している。
これらの結果は，パターン認識，クラスタリング，順序づけ問題などにおいて有用である。
以上のように，本論文は白血球のパターン認識による自動分類ならびにパターン類似尺度に関し，
基本的，かっ実用的な研究成果をあげており，電子工学ならびに情報工学に寄与するところ大である。
よって博士論文として価値あるものと認める。
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